
東朋学園高等学校 通信制課程 

校 長  太田  功二 

令和 5年度 学校経営計画及び学校評価 
１ めざす学校像 

個性・適性・能力を生かして幅広く社会で活躍できる人材育成を目指し、無理をせず自分のペースに合わせて学習できる学校 

１ 通信制・単位制の特色を生かした、生徒たちが抱える多様な事情に配慮した教育と柔軟な学習システムを提供する。 

２ 自他の個性を認め合い、人権を尊重し、支え合い、安心して学べる学校。 

３ 自己肯定感を高め、自らの手で未来を切り拓き、社会に貢献できる人材を育成する。 

 

２ 中期的目標 

１ 通信制・単位制の特色を生かした、生徒たちが抱える多様な事情に配慮した教育と柔軟な学習システムの構築 

 （１）通信制における教育の指導内容・指導形態・評価方法等について実践的に研究を行い、研究授業、校内研修等を通して学習指導の改善・充実を追究する 

 （２）ICTを活用した教材の研究、学習支援を拡充する 

① 学習指導、生活指導、進路指導、人権指導を客観的に検証し、学内運営に反映 

② 教育振興基本計画、大阪府私学課の方針に基づいた通信制の機能強化について、関係団体との協議および学内検討による整備の継続 

 

２ 自己肯定感を高め、社会に貢献できる人材の育成とその実現に向けた教職員の資質向上 

 （１）基礎的・基本的な学力の定着をめざした教育課程の検討・編成 

 （２）生徒一人ひとりの学力を伸長させ、単位修得率、卒業達成率を向上させる 

① 生徒の意欲を向上させる分かりやすいスクーリング指導やきめ細かい個別のレポート添削指導の検討・確立 

② 個々の生徒の状況を組織的・継続的に把握し、根気強い学習支援とサポート体制を確立する 

 

 （３）生徒の状況に合わせた多様な学習スタイルの検討・導入 

① 基礎学力不足の生徒に対するさらなる学習支援策の検討・確立 

② さまざまな入学動機や学習歴を持つ生徒、学校不適応の生徒など、多様な生徒等のサポート体制、学習スタイルの研究、改善、実施 

③ 文部科学省「高等学校通信教育の質の確保・向上のためのガイドライン」を踏まえ、スクーリングに出席が困難な生徒のサポート体制の確立 

④ 卒業後の進路選択に向けた指導と支援策の検討・確立 

 

 （４）人権尊重の教育の推進 

① ３年間を見通した人権教育計画の策定と実施 

② 人間としての在り方や生き方を考えさせるとともに、思いやりの心を育み人権尊重の精神を育てる 

③ 人権問題に関する認識を深め、課題解決のために主体的に考え、判断できる能力を育てる 

 

 （５）教職員研修の充実 

① 教職員の校外研修への積極的な参加や校内研修等の充実を図る 

② 人権研修等を計画的に実施し、確かな人権感覚の充実を図る 

③ 通信制教育への理解を深め、本校の通信制教育のさらなる充実を図る 

 

３ 生徒支援と相談体制の強化・充実 

 （１）生徒及び保護者との面談・懇談の実施並びにサポート体制の充実 

 （２）生徒一人ひとりの状況を把握し、職員間で共有することにより、一層適切にサポートする体制をつくる 

 （３）要配慮生徒をはじめとする生徒情報の収集と共有を通して危機管理体制を強化する 

 （４）疾病や障がい等の教職員研修会を実施し、生徒理解を深める 

 （５）臨床心理士やスクールカウンセラー等との連携、福祉・医療等の外部機関との連携 

 

４ 卒業後の進路を見据えたキャリア教育・進路指導の充実 

 （１）生徒一人ひとりの適性に応じたキャリア教育・進路指導の実施 

 （２）就職及び進学指導における「進路の手引き」の効果的活用 

 （３）3年間を見通した「進路指導計画」の策定による体系的・継続的な進路指導の実施 

 （４）「進路希望調査」の実施による進路意識の向上及び希望進路の早期把握と支援 

 （５）就職希望者及び進学希望者に対する丁寧かつ細やかな進路指導と支援 

 

５ 情報発信・学園広報活動の充実 

 （１）情報発信の充実 

① 学校ホームページ、学生証アプリ「ガプリ」（プッシュ通知）、学校、担任からの通知内容の充実 

② インターネットを活用し、学習の進捗状況を「マイページ」より発信 

③ 在籍生徒の出身学校への状況報告 

 （２）学園広報活動の充実 

① 学校説明会、入学前個別相談、学校ホームページの充実 

② 外部相談会への参加 

③ 各種媒体への掲載 
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【自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見】 

自己評価アンケートの結果と分析［令和 5年 3月実施分］ 学校評価委員会からの意見 

〇生徒・保護者アンケート 

 実施時期 令和 5年 3月 

 有効回答数 48名分 

〇教職員（常勤教職員）アンケート 

実施時期 令和 5年 3月 

有効回答数 10名分 

 

【分析概要】 

①教職員アンケート 

アンケート実施について対象者を見直し、回答者数を減らし実施した。 

評価結果の割合は令和 4年度と大きな差はなかったが、目立った項目として、肯定率が

高かった項目は「多様な背景をもつ生徒への配慮は適切になされているか」、また否定率

が高かった項目は「教職員の資質向上に向けた研修の充実が図られているか」という結果

であった。 

②生徒・保護者アンケート 

今年度から生徒と保護者は別々にアンケートを実施した。 

生徒アンケートの目立った項目として、「東朋学園高等学校は（予想通り・期待通り）自分

に合った高校だった」および「所属しているコースに満足している」の肯定率が昨年より高く

なった。ただ、昨年も肯定率の低かった「魅力的な部活動がある」という項目は今年度も同

じ結果となった。 

保護者アンケートに関しては、「そう思う」という一番上の段階の肯定率の低かった項目と

して、「本校の教育理念・目標は定められているか」や「カウンセラーの配置、部屋の設置

など適切になされているか」「東朋学園高等学校のホームページは充実しているか」が挙

げられる。ただ、ホームページの改修は令和 6年度に行われ、カウンセラーの利用率は昨

年より増加している。今後の結果に期待するところではあるが、さらなる情報発信に力を入

れて運営していく必要があると考える。一方で、「学校窓口や電話での対応は丁寧・誠実

になされているか」では、ほぼ 100％に近い肯定率であったため安堵しつつも、今後も同じ

結果となるよう努力し続けていく。 

 

通信制課程という特殊な状況の中ではあるものの、生徒が安心・安全な学校生活が送

れるよう、引き続き職員会議をはじめ各種会議等で情報交換や課題検討していく。 

 

通信制という特殊な学校での教育課程の準備も大変だとは思いますが、大阪府に認可され

た通信制高校として生徒一人ひとりに寄り添った、社会に開かれた教育課程を作り上げていた

だければと思います。 

アンケート結果では、評価の低かった項目への対応はもちろんであるが、評価の高かった

項目にも注目し、現状維持とともに学校のさらなる魅力となるよう、引き続き努力していただきた

い。 

教職員アンケートに関して、肯定率の高かった「生徒への配慮」の項目に関しては先生方の

努力の現れだと思われます。ただ、その努力が生徒のニーズと合っているかを常に確認、意

識しながら進めることで両者間のズレを無くし、満足度の高い教育が提供できるということにな

ると思われます。そのためにも、肯定率の低かった「教員研修」ですが、やはりそういった機会

が必要かと考えられます。次年度は機会を設けられるよう検討をお願いします。 

生徒・保護者アンケートに関して、今年度肯定率が昨年度より高かった項目の結果は、学校

として大変喜ばしいことであります。今後もこの評価が得られるよう努力を惜しまないでいただ

きたい。部活動に関しては、実現が難しいのであれば違うことで生徒の満足度を上げられるこ

とを考えていっても良いのでは。 

保護者アンケートに関して、肯定率の低かった項目に言えることであるが、情報の発信が不

十分なのではないか。入学してからの満足度はある程度得ているように感じるが、教育理念や

目標などは学校を選択する時点で理解されているものであるし、カウンセラーに関しても利用

率は上がっているということなので、知った人は利用しているけれども、知らない人が多いので

はないかと考えられる。次年度は教育内容や活動など外部、また保護者への発信に力を入れ

る活動が必要だと考えられる。 

生徒数も昨年より増加していることから、引き続き、本校を選択してもらえるような努力と実行

力が必要。さらなる理解促進へ向け、保護者、生徒に周知徹底する必要があると思います。 

来年度以降も教職員全体で生徒のこと、生徒の未来を第一に考え、学校生活を含め将来を

見据えた教育を目指すことを願います。 

（令和 6年 6月実施） 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

通
信
制
・単
位
制
の
特
色
を
生
か
し
た
、
生
徒
た
ち
が
抱
え
る
多
様
な
事
情
に
配
慮
し
た
教
育
と
柔
軟
な
学
習
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

（１）通信制における教育の指導内容・指導形

態・評価方法等について実践的に研究を行

い、研究授業、校内研修等を通して学習指導

の改善・充実を追究する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ICT を活用した教材の研究、学習支援を

拡充する 

・通信制高等学校の適正化を求める声が高まる

中、学習指導要領に基づき、教科・科目の教育

目標達成に向けて教育活動を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研究授業・校内研修の実施。 

 

 

 

・ＩＣＴを活用した面接指導（対面・オンラインスク

ーリング） や基礎学力を伸ばすための有効な報

告課題（レポート）の研究や開発を行う。 

 

・家庭においてメディア学習を希望する生徒に対

し多様なメディア教材（ＮＨＫ高校講座、インター

ネット講座）提供をする。 

 

 

・学校評価アンケートでの「教

育理念・目標は定められてい

るか」肯定率 70％以上をめ

ざす。 

 

・学校評価アンケートでの「ガ

イドラインに沿った教育指導

等の特色は定められている

か」肯定率 70％以上をめざ

す。 

 

 

 

・オンラインでも学習の量と質

を低下させることがないよう十

分配慮している。 

 

 

 

・教員アンケートによる肯定率は目標を達

成しているが、保護者には伝わっていな

いことが分かった。次年度は情報発信、理

解促進に力を入れる。 

 

・前項と同様の結果のため、同じく次年度

は情報発信、理解促進に力を入れる。 

 

 

 

 

 

 

・少ないスクーリング日数の中、登校困難

で学習を継続できない生徒がいる一方、

中学生以前不登校傾向にあった生徒であ

っても本校入学後、登校が安定しているも

のも多い。基礎学力が定着していない生

徒もいるため、学習指導の更なる研鑽が

必要。 

 

・インターネット講座は、教科書の内容を

一つひとつ解説する動画をしており、高等

学校教育としての水準の確保に十分配慮

している。 

 

・校内研修等があまり実施できていない

為、次年度はできるだけ研修の機会を増

やす。 

 

２ 

自
己
肯
定
感
を
高
め
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
教
職
員
の
資
質
向
上 

（１）学び直し、基礎的な学力の定着をめざし

た教育課程の検討・編成 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生徒一人ひとりの学力を伸長させ、単位

修得率、卒業達成率を向上させる 

 

 

 

 

 

（３）生徒の状況に合わせた多様な学習スタイ

ルの検討・導入 

 

 

 

 

（４）人権尊重の教育の推進 

 

 

 

 

（５）教職員研修の充実 

 

・次年度に向け学び直し教科・科目の内容の精

選を検討する。 

 

 

 

・教科・科目横断的な学校設定科目の開設に向

け検討を進める。 

 

 

 

・昨年度同様、レポートを計画的に提出できるよ

う、全科目受講要項を作成し単位認定までのス

ケジュール を書き、自主的かつ計画的にレポー

トに取り組めるようにした。 

 

 

 

・半期ごとにコース変更ができるよう柔軟に対応

する。 

・対面とオンラインでのハイブリット授業導入を検

討。 

 

 

・３年間を見通した人権教育計画の策定 

・ホームルームや特別活動で人権問題に関する

認識を深めた。 

 

 

・教員は各領域や興味関心の高い分野の研修

に参加する。 

・報告課題において学習の

成果・進捗状況を把握する。 

 

 

 

・教育課程検討会、学校設

定科目案の作成会を開催。 

 

 

 

・学校評価アンケートでの

「教科担当は「わかりやす

い」授業をするよう工夫して

いる」肯定率 70％以上をめ

ざす。 

 

 

・学校評価アンケートでの

「所属しているコースに満足

している」肯定率 70％以上

をめざす。 

 

 

・学校評価アンケートでの

「教職員の資質向上に向け

た研修の充実が図られてい

るか」肯定率 70％以上をめ

ざす。 

 

・自主的、計画的にレポートに取り組むよう

に担任を中心に指導しているが、今後は

さらに年間を通して継続的に取り組むよう

に多方面から指導していきたい。 

 

・新たな学校設定科目など、魅力的な教

科、科目の検討をはじめている。 

 

 

 

・「卒業までの教育計画が生徒・保護者に

わかりやすい」肯定率 87％であったため、

目標は達成できているが、引き続き努力し

ていく。 

 

 

 

・「所属しているコースに満足している」肯

定率 89％。 

・通信型クラスのオンライン授業も定着し

つつあり、全体の受講率はあがっている。 

 

 

・教員も人権研修を実施している。 

 

・年1回以上、人権研修を実施することとし

ているが、それだけでなく次年度は、多様

な内容の研修を受講できる機会を増やす

ことが必要である。 
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２ 

自
己
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定
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、
社
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貢
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る
人
材
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（１）学び直し、基礎的な学力の定着をめざし

た教育課程の検討・編成 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生徒一人ひとりの学力を伸長させ、単位

修得率、卒業達成率を向上させる 

 

 

 

 

 

（３）生徒の状況に合わせた多様な学習スタイ

ルの検討・導入 

 

 

 

 

（４）人権尊重の教育の推進 

 

 

 

 

（５）教職員研修の充実 

 

 

・次年度に向け学び直し教科・科目の内容の精

選を検討する。 

 

 

 

・教科・科目横断的な学校設定科目の開設に向

け検討を進める。 

 

 

 

・昨年度同様、レポートを計画的に提出できるよ

う、全科目受講要項を作成し単位認定までのス

ケジュール を書き、自主的かつ計画的にレポー

トに取り組めるようにした。 

 

 

 

・半期ごとにコース変更ができるよう柔軟に対応

する。 

・対面とオンラインでのハイブリット授業導入を検

討。 

 

 

・３年間を見通した人権教育計画の策定 

・ホームルームや特別活動で人権問題に関する

認識を深めた。 

 

 

・教員は各領域や興味関心の高い分野の研修

に参加している。 

 

・報告課題において学習の

成果・進捗状況を把握する。 

 

 

 

・教育課程検討会、学校設

定科目案の作成会を開催。 

 

 

 

・学校評価アンケートでの

「教科担当は「わかりやす

い」授業をするよう工夫して

いる」肯定率 70％以上をめ

ざす。 

 

 

・学校評価アンケートでの

「所属しているコースに満足

している」肯定率 70％以上

をめざす。 

 

 

・思いやりの心を育み人権尊

重の精神を育てる。 

 

 

 

・学校評価アンケートでの

「教職員の資質向上に向け

た研修の充実が図られてい

るか」肯定率 70％以上をめ

ざす。 

 

 

・自主的、計画的にレポートに取り組むよう

に担任を中心に指導しているが、今後は

さらに年間を通して継続的に取り組むよう

に多方面から指導していきたい。 

 

・新たな学校設定科目など、魅力的な教

科、科目の検討をはじめている。 

 

 

 

・「卒業までの教育計画が生徒・保護者に

わかりやすい」肯定率 87％であったため、

目標は達成できているが、引き続き努力し

ていく。 

 

 

 

・「所属しているコースに満足している」肯

定率 89％。 

・通信型クラスのオンライン授業も定着し

つつあり、全体の受講率はあがっている。 

 

 

・教員も人権研修を実施している。 

 

 

 

 

・年1回以上、人権研修を実施することとし

ているが、それだけでなく次年度は、多様

な内容の研修を受講できる機会を増やす

ことが必要である。 

３ 
生
徒
支
援
と
相
談
体
制
の
強
化
・充
実 

（１）生徒及び保護者との面談・懇談の実施並

びにサポート体制の充実 

 

 

 

（２）生徒一人ひとりの状況を把握し、職員間

で共有することにより、一層適切にサポート

する体制をつくる 

 

 

 

（３）要配慮生徒をはじめとする生徒情報の収

集と共有を通して危機管理体制を強化す

る 

 

 

 

（４）生徒理解を深めるため、疾病や障がい等

の教職員研修会を実施する 

 

 

 

（５）臨床心理士やスクールカウンセラー等と

の連携、福祉・医療等の外部機関との連携 

・担任と保護者が懇談する機会を持ちやすくし、

学校と保護者が認識を共有しながら、効果的なサ

ポートを行えるようにする。 

 

 

・生徒理解を深めるため、必要に応じて面談を設

ける。また、履修登録時にも適宜面談をし、生徒の

自己実現の支援に努める。 

 

 

 

・中学校からの引継ぎ事項、健康調査、必要な生

徒に対しての担任が行う面談等を通して生徒が抱

える諸問題を明らかにし、教職員で共有する。 

 

 

 

・関連する研修を開催し、生徒の疾病や障がい等

に対する知識を深め、個々に応じた保健指導や

生徒指導に活かす。 

 

 

・本校生を担当している専門医やスクールカウン

セラー等との連携を強化し、生徒支援を充実す

る。 

・学校評価アンケートでの「学

校あるいは担任と保護者、生

徒との連携が出来ているか」

肯定率 70％以上をめざす。 

 

・学校評価アンケートでの「悩

みを受け止め適切なアドバイ

スをしてくれる先生がいる」肯

定率 70％以上をめざす。 

 

 

・学校評価アンケートでの「多

様な背景をもつ生徒への配

慮は適切になされている」肯

定率 70％以上をめざす。 

 

 

・学校評価アンケートでの「生

徒に対する健康面での対応

は適切になされている」肯定

率 70％以上をめざす。 

 

・学校評価アンケートでの「ス

クールカウンセラーの配置、

部屋の設置など適切である」

肯定率 70％以上をめざす。 

・「学校あるいは担任と保護者、生徒との

連携が出来ているか」肯定率 100％であっ

た。 

 

 

・限られた登校日では、新入生・転入生・

編入生ともに、体調や学習状況、進路希

望に加え、いじめ等に関する情報を正確

に知ることは難しいができるだけコミュニケ

ーションをとる努力をしていく。 

 

・「多様な背景をもつ生徒への配慮は適切

になされている」の肯定率が 100％であっ

たことで教員の努力があったことが伺え

る。 

 

 

・「生徒に対する健康面での対応は適切

になされている」肯定率 100％であった。 

 

 

 

・「スクールカウンセラーの配置、部屋の設

置など適切である」肯定率 81％であった

が「そう思う」の割合が昨年より下がってい

るため、さらなる告知が必要である。 
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４ 

卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
・進
路
指
導
の
充
実 

 

（１）生徒一人ひとりの適性に応じたキャリア教

育・進路指導の実施 

 

 

 

（２）就職及び進学指導における「進路の手引

き」の効果的活用 

 

 

 

（３）3 年間を見通した「進路指導計画」の策定

による体系的・継続的な進路指導の実施 

 

（４）「進路希望調査」の実施による進路意識

の向上及び希望進路の早期把握とサポー

ト 

 

 

（５）就職希望者及び進学希望者に対する丁

寧かつ細やかな進路指導と支援 

 

・生徒一人ひとりにふさわしいキャリアを形成して

いくために必要な意欲・態度や能力を育てる授

業を開設する。 

 

 

・進路希望実現のための情報を提供し、効果的

に活用する。 

 

 

 

・ホームルームや特別活動を活用し、進路につ

いて計画的な指導を実施。 

 

・前後期各１回「進路希望調査」を実施し、希望進

路を早期に把握することで、サポート体制を整え

る。 

 

 

・進学希望者対象説明会等の実施 

・進学希望者対象奨学金説明会等の実施 

・就職希望者対象説明会等の実施 

・求人票閲覧会の開催 

・会社見学の引率 

 

 

 

・学校評価アンケートでの「将

来の職業や生き方を考えるよ

うな機会を設けている」肯定

率 70％以上をめざす。 

 

・学校評価アンケートでの「東

朋学園の教育は将来に役立

つものである」肯定率 70％以

上をめざす。 

 

・「進路希望調査」全員を対

象とし 100％回収する。 

 

・各対象の説明会等に確実

に参加を促す。 

 

 

 

・個別に進路指導日時を指

定しサポートをする。 

 

・「将来の職業や生き方を考えるような機

会を設けている」肯定率 96％であった。 

 

 

 

・「東朋学園の教育は将来に役立つもので

ある」肯定率 90％であった。 

 

 

 

・100％回収し希望進路の早期把握がで

き、サポートすることができた。 

 

・ほぼすべての対象者が参加することがで

きた。 

・外部の合同相談会にも参加することがで

きた。 

 

・個別に会社見学の引率及び進路指導を

実施できている。 

５ 

情
報
発
信
・学
園
広
報
活
動
の
充
実 

（１）情報発信の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学園広報活動の充実 

・学校ホームページにおいて新着情報を効果的

に更新し、生徒・保護者への情報提供の充実を

図る。 

 

 

・本校の学習システム及び通信制教育を理解で

きる学校ホームページを作成し、常に情報を更

新する 

 

 

・学生証アプリ「ガプリ」（プッシュ通知）を活用し、

学校、担任から生徒・保護者への積極的な情報

発信を行う。 

 

 

・在籍生徒の状況報告を積極的に出身学校へ訪

問し実施する。 

 

 

・学校説明会（年間４回）、入学前個別相談（随

時）来校者の増加を目指し、出願に導く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外部相談会へ積極的に参加し、来校者増を目

指す。 

 

 

 

 

・各種媒体への掲載を積極的に行う。 

・学校評価アンケートでの「東

朋学園のホームページは充

実している」肯定率 70％以上

をめざす。 

 

・学校評価アンケートでの「学

校からの行事予定、案内、通

知はきちんとなされている」

肯定率 70％以上をめざす。 

 

 

 

 

 

 

・各回の学校説明会参加者

の 20名前後を目指す。 

 

 

・入学前個別相談者を出願に

結びつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大阪府内での外部相談会

は積極的に参加した。 

 

 

 

 

・各種進学情報誌への掲載。 

・不定期に新聞、フリーペー

パー、交通機関広告を利用

し学校の認知度アップを目指

す。 

「東朋学園のホームページは充実してい

る」肯定率 85％であった。 

 

 

 

・学校生活に必要な情報を適切に発信し

てくれる」肯定率 96％となる。主に、学生

証アプリ「ガプリ」が確実に機能している。 

 

 

・保護者への通知機能を新たに追加した

ことにより、更なる活用が期待される。 

 

 

 

・今年度は中学校訪問が思うように進ま

ず、次年度は改善すべきであると考える。 

 

 

・8 月の夏休みにも学校説明会を実施し、

さらに認知度を高める努力をした。 

各回では 1～2 割のキャンセルがあるが、

不登校傾向にある生徒の場合、想定に入

れるべき数であると考えている。 

 

・入学前個別相談参加者合計は昨年度を

上回ったが、入学率は低い。個別見学で

一切の学校の魅力をさらに伝えることが、

今後の課題。 

 

・外部相談会での本校ブース来場者は昨

年度より増加している。他校も視野に入れ

たブース来場の為、ブースに来ていただ

いた相談者が入学説明会、個別相談に結

び付けられるかが今後の課題。 

 

・各種媒体への掲載により、資料請求者の

増加につながった。 
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４ 学校教育評価の分析① 

 

（アンケート評価基準）  ５.そう思う  ４.ややそう思う  ３.どちらでもない  ２.あまり思わない  1.全く思わない 

 

 ５ ４ ３ ２ １ 

1. 東朋学園高等学校は（予想通り・期待通り）自分に合った高校だった  73％ 19％ 6％ 2％ 0％ 

2. 東朋学園高等学校の学校生活を有意義に送っている  60％ 25％ 10％ 2％ 2％ 

3. 所属しているコースに満足している  81％ 8％ 10％ 0％ 0％ 

4. スクーリングを受ける態勢ができている  67％ 31％ 2％ 0％ 0％ 

５．興味関心のある授業が多く開講されていて、他の高校にない特色がある  42％ 29％ 17％ 8％ 4％ 

６．教科担当は「わかりやすい」授業をするよう工夫している  65％ 27％ 4％ 4％ 0％ 

７．卒業までの教育計画は保護者、生徒にわかりやすいものになっている  56％ 31％ 13％ 0％ 0％ 

８．魅力的な部活動がある  10％ 31％ 35％ 13％ 10％ 

９．先生の指導やアドバイスは、人権尊重に基づいた適切なものである  67％ 21％ 8％ 4％ 0％ 

10．生徒の悩みや思いを受け止め、適切なアドバイスをしてくれる先生がいる  69％ 21％ 4％ 6％ 0％ 

11．東朋学園高等学校の生徒に対する健康面での対応は適切になされている  69％ 19％ 13％ 0％ 0％ 

12．学校からの行事予定、案内、通知はきちんとなされている  79％ 19％ 2％ 0％ 0％ 

13．事務所窓口での対応や電話対応は丁寧・誠実になされている  81％ 17％ 2％ 0％ 0％ 

14．生徒が将来の職業や生き方を考えるような機会を設けている  69％ 27％ 2％ 2％ 0％ 

15．教職員全員が保護者あるいは生徒の相談に適切に対応している  67％ 21％ 13％ 0％ 0％ 

16．防犯面・安全面の管理が行われていて、安心して学校生活が送られている  75％ 17％ 6％ 2％ 0％ 

17．教室その他、施設は清潔であり、必要な施設・設備が整っている  75％ 17％ 4％ 4％ 0％ 

18．暴力・暴言等のいわゆる「いじめ行為」を受けたことがない  81％ 19％ 0％ 0％ 0％ 

19．多様な背景をもつ生徒への配慮は適切になされている  69％ 19％ 8％ 2％ 2％ 

20．スクールカウンセラーの配置、部屋の設置など適切になされている  58％ 23％ 17％ 0％ 2％ 

21．東朋学園高等学校のホームページは充実している  54％ 31％ 10％ 4％ 0％ 

22．学校生活に必要な情報を適切に発信してくれる  67％ 29％ 2％ 0％ 2％ 

23．東朋学園高等学校の教育は将来生徒たちに役立つものとなっている  69％ 21％ 4％ 4％ 2％ 
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５ 学校教育評価の分析② 

 

（アンケート評価基準）  ５.そう思う  ４.ややそう思う  ３.どちらでもない  ２.あまり思わない  1.全く思わない 

 

 ５ ４ ３ ２ １ 

1. 本校の教育理念・目標は定められているか  48％ 31％ 21％ 0％ 0％ 

2．通信制高校ガイドラインに沿った教育指導等の特色は定められているか  54％ 29％ 17％ 0％ 0％ 

3. 学校あるいは担任と保護者、生徒との連携はとれているか 63％ 27％ 6％ 2％ 2％ 

4. 学校もしくは担任から進路状況の提供、アドバイスが出来ているか  60％ 27％ 13％ 0％ 0％ 

５．生徒は所属しているコースに満足しているか  67％ 21％ 10％ 2％ 0％ 

６．卒業までに教育計画は保護者、生徒にわかりやすいものになっているか 52％ 33％ 10％ 4％ 0％ 

７．資格取得に対する勉強面での対応は適切になされているか  52％ 21％ 27％ 0％ 0％ 

８．生徒が将来の職業や生き方を考えるような機会を設けているか 50％ 31％ 17％ 2％ 0％ 

９．生徒に対する健康面での対応は適切になされているか  52％ 38％ 8％ 2％ 0％ 

10．学校からの行事予定、案内、通知はきちんとなされているか 88％ 10％ 2％ 0％ 0％ 

11．学校や担任は生徒指導について家庭との連携が適切になされているか  58％ 27％ 13％ 2％ 0％ 

12．事務局からの通知、案内は分かりやすく適切になされているか 69％ 19％ 13％ 0％ 0％ 

13．学校窓口や電話での対応は丁寧・誠実になされているか  90％ 8％ 2％ 0％ 0％ 

14．本校は来校しやすい雰囲気になっているか 63％ 31％ 6％ 0％ 0％ 

15．教職員全員が保護者あるいは生徒の相談に適切に対応してくれているか 60％ 31％ 8％ 0％ 0％ 

16．本校の施設・設備は十分に整っているか  65％ 27％ 6％ 2％ 0％ 

17．本校の施設・設備は学校生活で安心かつ安全になされているか  56％ 33％ 10％ 0％ 0％ 

18．カウンセラーの配置、部屋の設置など適切になされているか  44％ 38％ 19％ 0％ 0％ 

19．東朋学園高等学校のホームページは充実しているか  48％ 29％ 21％ 2％ 0％ 

20．東朋学園高等学校の教育は将来生徒たちに役立つものになっているか  46％ 35％ 17％ 2％ 0％ 

21．校舎の清掃は行き届いているか  63％ 29％ 6％ 0％ 2％ 

22．学校の情報公開はきちんとなされているか  54％ 31％ 15％ 0％ 0％ 

23．学校における生徒の安全確保対策がきちんとなされているか  52％ 31％ 17％ 0％ 0％ 
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６ 学校教育自己評価の分析 

 

（アンケート評価基準）    ５.そう思う  ４.ややそう思う  ３.どちらでもない  ２.あまり思わない  1.全く思わない 

 

 ５ ４ ３ ２ １ 

１．本校の教育理念・目標は定められているか 
70％ 30％ 0％ 0％ 0％ 

２．通信制高校ガイドラインに沿った教育指導等の特色は定められているか 
70％ 20％ 10％ 0％ 0％ 

３．運営組織や意思決定組織は規則等において明確化されているか。また、会議は

有効に機能しているか。 
40％ 40％ 10％ 10％ 0％ 

４．教育理念や社会のニーズに対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確に

されているか 
50％ 30％ 20％ 0％ 0％ 

５．教員間、教科間の相互理解に基づいた教育活動が行われているか 
50％ 40％ 10％ 0％ 0％ 

６．教員と事務職員間の連携が図られているか 
70％ 20％ 10％ 0％ 0％ 

７．高校卒業後の進路選択に向けた教育支援が体系的に位置づけられているか 
70％ 20％ 10％ 0％ 0％ 

８．成績評価・単位認定・進級・卒業判定の基準は明確になっているか 
80％ 20％ 0％ 0％ 0％ 

９．学校あるいは担任と保護者、生徒との連携が出来ているか 
70％ 30％ 0％ 0％ 0％ 

10．多様な背景をもつ生徒への配慮は適切になされているか 
80％ 20％ 0％ 0％ 0％ 

11．生徒指導は適切に行われているか 
80％ 10％ 10％ 0％ 0％ 

12．生徒の健康管理についての対応は適切になされているか 
80％ 20％ 0％ 0％ 0％ 

13．退学率の低減が図られているか 
80％ 10％ 10％ 0％ 0％ 

14．学校のホームページは活用されているか 
60％ 30％ 10％ 0％ 0％ 

15．学校の施設・設備は安全に管理されているか 
70％ 30％ 0％ 0％ 0％ 

16．学校の情報公開はきちんとなされているか 
60％ 40％ 0％ 0％ 0％ 

17．関係法令及び設置基準などの法令遵守と適切な運営がなされているか 
60％ 30％ 10％ 0％ 0％ 

18．人事、給与に関する規定等は整備されているか 
50％ 40％ 0％ 10％ 0％ 

19．財務について会計監査が適切に行われているか 
70％ 30％ 0％ 0％ 0％ 

20．財務情報公開の体制整備はできているか 
62％ 23％ 15％ 0％ 0％ 

21．個人情報に関し、その保護の為の対策が取られているか 
60％ 30％ 10％ 0％ 0％ 

22．教職員の資質向上に向けた研修の充実が図られているか 
20％ 50％ 20％ 10％ 0％ 

23．他校種・関係機関等との連携が図られているか 
40％ 30％ 20％ 10％ 0％ 

 


